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鴨軒高 )･太田映司 (相野小 )
ニホンザルの持続的利用によって,低木眉にあ
?ても高木層にあっても,樹種の単純化が生じる｡
これは,ニホンザルの持続的利用による圧迫 ･損
傷等に対する耐性が樹種によって宛るためと考え
られる｡高木層にあっては常緑広葉樹(特にキン
モクセイ)が耐性に優れ,低木層にあっては,ヤ
マツツジ･クサギが耐性に優れるものと考えられ
る｡
ニホンザルの持続的利用による圧迫･脱俗等が
著しい場合には,`高木層が枯死し,消失する｡こ
れを防ぐ必要を認める時は,餌場を数年おきに移
すことによって,樹勢の回復を図る必要がある｡
上記の高木層消失の後には,草地と耐性に優れ
た樹種による低木林が生じ,特に通行の頻繁な部
位にあっては裸地が生じる｡裸地の出現は冬期に
特に著しい｡裸地においては表土の崩壊や流亡が
生じることがある｡しかし,これは地形的に不安
定な部位やニホンザルの利用が特に頻繁な部位に
限られており,土木的技法及び植栽上の技法を検
討することによって,十分対応し得るものと考え
られる｡
地表付近の小動物相においては,ニホンザルの
持続的利用によって,糞虫や都市型の槌が増加す
る｡また,高木層の消失に伴って単純化が生じる｡
これらに対しては,植物環境の保全に加えて,餌
場周辺の清掃の徹底によって,ある程皮対応でき
るものと考えられる｡
博物館活動においては,見せるための展示室が
設置され,計画された行事に参加して教えてもら
うということが一般化されている｡
市街地に接し,自然環境に恵まれた嵐山自然公
苑では,受動的なものから能動的なものへの転移
を図る必要を痛感する｡
一般的なものは勿論,自然環境を生かした自主
研究の場の設置,ヒントを与えるための間超メニ
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